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アルフアルファのソマクローナル変異
II.再生後代(SCz)の圃場特性
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摘要

アルフアルファの培養細胞から再分化した植物体の自殖後代を闘場に移植l2年間にわたり，

圃場ド特性を中心に調査した。収量に関する諸形質(乾物重，草丈，茎数，頭花数)では自殖劣勢

白ため，対照品種キタワカパより有意に大きい変異を示した自殖系統は認められなかった。また，

そばかす病に対しては概して抵抗性白方向に変異が認められ，対照品種に比べ，発病程度が有意

に低い自殖系統が存在した。
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緒 言

れた。本実験では再生当代 (SC，)の自殖後代

(SC，)田岡場特性を調査することを目的とした。

プロ卜プラストまたはカルスから再生した植物体

は，同一植物の体細胞を起源にするにもかかわらす，

遺伝的に多様に変化していることが，多く田植物種

で明らかになっている。このような現象をLarkin

とScowcroftl)はソマクロ一ナル変異と呼んだ。

前報"において，著者らはアルフアルファ

(Medicα:go sat山αL.)培養細胞から再生した植

物体 (SC，)の圃場特性を調査した。その結果，

SC，栄養系集団に広いソマクローナル変異が認めら
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材料および方法

1 )供試植物

品種キタワカパ子葉由来培養細胞からの再生個

体"を1989年に網室で栽培l， トリッピシグにより

12個体から自殖種子を得た。

2)育苗および圃場試験

トリッピングにより得た種子を1990年4月20日に

ジフィーポットに播種し，ガラス室で育苗， 6月22

日に帯広畜産大学精密困場に40x40叩由間隔でラン
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